



































A：指数型（V=Ae>0）、 B：双曲線型（V=A/(1+ kD）、 c：指数付双曲線型（V=A/(1+kD）＇。
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Myerson, 1994; Loewenstein & Prelec, 1992). Green et al. (1994）は、単純な双曲線型より
も指数付双曲線型割引関数のほうが実験結果に対して当てはまりが良いことを示した。また












遅延価値割引に影響を与えるさまざまな要因が報告されている。 Greenet al. (1994）は老人、
青年、子供を対象に遅延価値割引実験を行い、双曲線型割引関数に当てはめたところ、年齢が高
いほど遅延報酬の価値が割り号｜かれづらいことがわかった。また Green,Myerson, Lichtman, 






めた場合に、 1,000ドルに対する k値は10,000ドルの k値に比べて大きし、。報酬量が大きくなる
ほど割引率が小さくなり、報酬量効果と呼ばれている（Raineri& Rachlin, 1993; Green et al., 
1994; Kirby & Markovic, 1996). Green, Myerson, & McFadden (1997）は遅延報酬として100
60 
ドル、 2,000ドル、 25,000ドル、 100,000ドルを使用して、報酬量の割引率に対する影響を調べた。
その結果、 100ドルから25,000ドルまでは報酬量が上がるにしたがって、双曲線型割引関数の k
値は低下したが、 25,000ドルから100,000ドルの間ではほとんど変化がなかった。











V=__A一一 ( 4) 
1+ bAmD 
ここで bおよび m は報酬量を独立変数、 k値を従属変数として当てはめた回帰直線の切片
(b）および傾き Cm<o）である。 k=bAmとなっているが、これは対数変換した k値が報酬量
に直線的に対応すると仮定しているためである。
ここまでは報酬や個人差の要因であったが、より社会的な要因である経済環境も遅延価値割引
判断に影響を与えるという実験結果がある。 Ostaszewski,Green, & Myerson (1998）はポー
ランドの通貨（zloty）とアメリカドルで、遅延価値割引および確率価値割引を比較している。
実験が行われた時期のポーランドの経済環境の変化およびアメリカの経済環境との違いは大きかっ















































Adjusting delay手続きでは遅延を被験者の反応に応、じて調整していたが、 adjustingamount 
手続きでは報酬量を調整することで主観的等価点を調べる（Richards,Zhang, Mitchell, & 
DeWit, 1999）。 LL選択肢の報酬量を固定して、調べたい遅延を複数用意しておき（例えば報酬
量は1,000ドルで、遅延は 3日、 1週間、 1ヶ月、 1年など）、ランダムに提示する。 SS選択肢

























































て分析することには問題がある。そこで Myerson,Green, & Warusawitharana (2001)はモ
64 
デルに依存せず、分布に大きな偏りがない指標として AreaUnder the Curveを提唱した。

























図 2Bのように割引曲線が交差することがあり得る。 X時点では LL選択肢のほうが SS選択肢
よりも主観的価値が高いが、 Y時点では逆転している。
このように双曲線型割引関数はセルフコントロール場面での選好逆転を説明できるため、指数
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V＝一二生一 ( 5) 
1+he 
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D＝一一一一t ( 7) 
p 
である。ここで℃が十分に短いとすると
D＝す－ t= t（去－1)=t（う旦）＝ t e ( 8) 
となり、 e(odds against）は離散試行で確率的報酬が得られるまでの遅延と考えられるとした。




Myerson, & Ostaszewski (1999）は遅延報酬と確率報酬で報酬量効果を比較した。この結果、
報酬が大きいほど、遅延報酬の場合には割引率が小さくなるが、確率報酬の場合には反対に割引






Rapoport, & Yagil (1989）は経済学を学んだ学生を対象に、シナリオ（A：報酬を先延ばし、
B：損失を先延ばし、 C：報酬を早める、 D：損失を早める）、遅延期間（0.5、 1、2、4年）お
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